
安全第一！運転中の携帯電話の使用：
知っておくべきこと

安全第一 ‐ 気を散らさない！
運転中に携帯電話に気を取られていると、怪我をしたり命を落としたりする
可能性があります。近年の統計では、携帯電話に気を取られた事故で毎年約
3,000人が死亡しています。

電話ではなく運転に集中
運転中に携帯電話を使用するのは危険です。運転中にテキストメッセージの
やり取りをすることは、血中アルコール濃度が0.08%の状態と同じくらい反応
速度が遅くなります。言い換えるなら、飲酒運転と同じくらい反応速度が遅く
なるということです！テキストメッセージのやり取りをすることによって、路上
ではなく携帯電話を見ている時間は平均で5秒です。走行速度が90km/hだっ
た場合、100m以上進むことになります。実際に発生した多くの事故では、反
応できていれば事故を回避できた時間は3秒未満です。

賢く運転。常に安全第一。運転中は電話禁止。
更に詳しい情報については、カリフォルニア州ハイウェイパトロール(CHP)
のウェブサイトおよびカリフォルニア州交通安全事務所(OTS)をご覧くださ
い。www.nhtsa.gov/campaign/distracted-drivingでは携帯電話と運転に関する実
際のストーリーを見ることができます。
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1.	 設定は運転をする前に済ませて

おきましょう。ナビゲーションの設
定や、プレイリストの開始、ポッド
キャストの再生などは運転前に
済ませ、動き出す際は電話を「Do 
Not Disturb」モードにしておきま
しょう。

2.	 ハンズフリーモードを利用してい
ても運転に集中しましょう。通話
を制限し、込み入った会話は避
け、運転に集中してください。特
に渋滞時や悪天候時には注意し
てください。

3.	 重要な会話をする際は路肩で停
車しましょう。会話に集中する必
要がある場合は、会話を続ける
前に安全な場所を見つけて停車
してください。

4.	 電話の操作は同乗者にしてもら
いましょう。運転中にサポートが
必要な場合は誰かに「助手」を頼
みましょう。

5.	 模範を示しましょう。車内では常
に安全な電話使用方法を心が
けてください。そうすることによっ
て、全員の安全に対する意識が
高まります。 裏面へ継続
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運転中の携帯電話の使用
表面から継続

ながら運転とは、運転以外の何かによって目や、手、ま
たは意識が運転に集中していない状態のことです。
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サービスプロバイダーとの紛争を解決
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してください。
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